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インスペック株式会社
センター活用事例

　暮らしのIoT化が進む中、急成長を遂げている
半導体市場。仙北市角館に工場を構えるインス
ペックは、半導体パッケージ基板の検査装置メー
カーとして国内外で活躍の場を広げている県内
製造業で唯一の東証上場企業だ。同社は、菅原
雅史社長が1984年に電子部品組立の下請けとし
て創業した。メーカーとして自立することを目指し、
〈自主独立〉の精神のもと自動化・省力化装置の
自作からはじめ、1996年には半導体関連部品の
検査装置の開発に着手し、翌年に販売を開始。
2000年代には、外観検査の要素技術とサービス
部門を自社で保有する体制を確立し、以来、顧客
の新たな要求に総合力で応え続けている。常に
革新を重ねるその技術力は、国内外の半導体パ
ッケージ基板メーカーから高い評価を得ている。

企業力向上のために

総合力でニーズに対応

　2019年、同社は新分野の需要を取り込むた
め、フレキシブルプリント基板のレーザー露光装
置を開発した。2020年にはホームページを刷新
するなど、時代に合わせた情報発信も強化して
いる。「ウェブサイトや新製品のチラシデザイン検
討にあたり、活性化センターのデザイン支援での
専門的かつ具体的なアドバイスがとても参考に
なりました」とDI開発部の菅原部長。
　Aターンの従業員を多く迎えているほか、３年
前から新卒を定期採用し、ワークライフバランス
の面でも働きやすい環境を整えながら、日進月歩
の技術開発に励んでいる同社。菅原社長は、世
代交代を見据えた人材育成に取り組みながら、
レーザー露光装置を検査装置と並ぶ事業の両
輪として成長させていきたいと意気込む。

産業デザイン、製品開発、マーケティング等についての専門的な助言や、デザ
イナーとのマッチング、コーディネートを支援します。

［PR支援］　　　　　

活用事例

【お問い合わせ】  知財・デザイン支援課  TEL.018-860-5614

産業デザインに関する助言

代表取締役 菅原 雅史 すがわら まさし（左）

DI開発部部長 兼 社長室室長 菅原 亮太 すがわら りょうた（右）

Point
デザインの要点を
教えていただき、
製品のより効果的な
アピールに
つながりました。
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